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１ 入山者弃ﾌ状況 

  尾弒ｪ鄶鄏ﾅｫﾩ季彎ﾍ道醣開通後ﾅ｠ﾨ、ｨｨﾦｻ 5月ﾌ大型醜休後ｩﾧ 10月末ﾜ

ﾅﾅ｠ﾩｪ、同期間ﾉ環境省ｪ各登山口ﾉ登山者ￇￂ／ￛーﾰ彌置ｵ、年間ﾌ尾弒入山者

弃ﾰ計測ｵﾄ｢ﾩ。ｱﾌ結果ﾉﾦﾪﾎ、尾弒ﾌ入山者ﾍ平弛２年度ｩﾧ平弛７年度ﾜﾅ 50

万応台彻半ﾅ忳移ｵ、平弛 8，9 年度ﾍ６0 万応台彻半ﾜﾅ増加ｵｽ。ｱ､ｵｽ鄶鄏者弃

ﾌ増加ﾉﾦﾨ、尾弒ﾌ弥態系ﾖﾌ影響ｪ懸念ｳﾪｽｪ、平弛 10年度以降入山者弃ﾍ減少

ｵ続ｯ、平弛 23 年ﾉﾍ東日本大忛災ﾌ影響ﾠ｠ﾨ 20 万応台ﾆ大幅ﾉ減少ｵｽ。ｻﾌ後、

増減ﾰ繰ﾨ返ｵﾈｪﾧ少ｵｸﾂ減少ｵﾄ｢ﾁｽｪ、酽醼 2 年ﾌￏ）￦ￂ￀＇ￕﾌ弑界的

蔓延ﾉﾦﾨｳﾧﾉ大幅減少ｵｽ。ｻﾌ後回復傾向ﾉ｠ﾩｪ微増ﾆﾈﾁﾄ｢ﾩ。 

 

 
 

２ 傷病事故ﾌ発弥状況 

  酽醼 7年度ﾉ公益財団法応尾弒保護財団（以下、当財団ﾆｷﾩ）ｪ管鄻ﾰ受託ｵｽ尾弒

山ﾌ鼻￯ￔￛーￗ／ￛー（群馬県ﾦﾨ管鄻受託）及ﾑ尾弒沼￯ￔￛーￗ／ￛー（環境省ﾦ

ﾨ管鄻受託）ﾉｨ｢ﾄ、職員ｪ対応ﾰ行ﾁｽﾠﾌﾉﾂ｢ﾄ作弛ｵｽ。 

 

 

 

入山者弃ﾌ忳移

年度
入山者弃
(応) 対彻年比

平 弛 1 年 467,090
平 弛 2 年 505,840 108.3%
平 弛 3 年 515,090 101.8%
平 弛 4 年 539,790 104.8%
平 弛 5 年 540,264 100.1%
平 弛 6 年 542,058 100.3%
平 弛 7 年 534,196 98.5%
平 弛 8 年 647,523 121.2%
平 弛 9 年 614,317 94.9%
平弛 10年 455,409 74.1%
平弛 11年 425,807 93.5%
平弛 12年 428,446 100.6%
平弛 13年 448,041 104.6%
平弛 14年 409,942 91.5%
平弛 15年 384,251 93.7%
平弛 16年 341,558 88.9%
平弛 17年 317,847 93.1%
平弛 18年 341,369 107.4%
平弛 19年 354,901 104.0%
平弛 20年 381,700 107.6%
平弛 21年 322,800 84.6%
平弛 22年 347,000 107.5%
平弛 23年 281,300 81.1%
平弛 24年 324,900 115.5%
平弛 25年 344,200 105.9%
平弛 26年 315,400 91.6%
平弛 27年 326,100 103.4%
平弛 28年 291,860 89.5%
平弛 29年 284,390 97.4%
平弛 30年 269,700 94.8%
酽醼1年 247,700 91.8%
酽醼2年 106,922 43.2%
酽醼3年 113,795 106.4%
酽醼4年 154,724 136.0%
酽醼5年 163,499 105.7%
酽醼6年 155,630 95.2%
酽醼7年 171,821 110.4%
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（１）年度別発弥状況 

   酽醼７年度ﾉ当財団ｪ管鄻ｷﾩ尾弒山ﾌ鼻￯ￔￛーￗ／ￛー及ﾑ尾弒沼￯ￔￛーￗ

／ￛー職員ｪ対応ｵｽ傷病事故ﾍ 53 件ﾅ｠ﾁｽ。 

  

 

年度別発弥状況
発弥件弃

（件） 死亡 病気 行方不明 負傷 ｻﾌ他

33 2 31
49 4 45
55 1 54
70 2 68
46 46
51 2 49
33 1 32
46 1 45
59 59
80 3 77
109 1 94 14
85 1 73 11
86 1 70 15
71 58 13
98 4 69 25
85 1 3 1 62 18
90 77 13
63 61 2
93 4 69 20
51 3 41 7
67 1 9 2 51 4
66 1 6  59  
63 　 5  58  
22 1 21  
31 1 27 3
37 1 5 28 3
37 2 34 1
35 1 2 30 2
53 6 46 1

平 弛 11 年 度
平 弛 12 年 度
平 弛 13 年 度
平 弛 14 年 度
平 弛 15 年 度
平 弛 16 年 度
平 弛 17 年 度

平 弛 30 年 度
酽 醼 1 年 度

区分

年度

平 弛 20 年 度

平 弛 24 年 度

平 弛 29 年 度

平 弛 18 年 度
平 弛 19 年 度

酽 醼 4 年 度

平 弛 28 年 度
平 弛 27 年 度

平 弛 22 年 度
平 弛 23 年 度

酽 醼 5 年 度

酽 醼 3 年 度

平 弛 26 年 度
平 弛 25 年 度

平 弛 21 年 度

平 弛 9 年 度
平 弛 10 年 度

酽 醼 6 年 度
酽 醼 7 年 度

傷病者内釕

酽 醼 2 年 度



- 3 - 

（２）地区別発弥状況 

   地区別ﾅﾍ鳩待峠～山￪鼻間ｪ一番多ｭ発弥ｵ彿体ﾌ 43.4％ﾆﾈﾁｽ。彿体ﾌ入山

者弃ﾉ比酿ｵﾄ傷病ﾠ増減ｷﾩ傾向ﾅ｠ﾩｪ、入山口ﾌ鄶鄏弃ﾉﾠｱﾌ傾向ｪ当ﾄﾍ

ﾜﾩﾆ考ｦﾧﾪﾩ。 

 

 

（３）原因別発弥状況 

   傷病事故ﾉ至ﾁｽ原因ﾅﾍ、木道・歩道ﾅﾌ転倒・転鄬ﾉﾦﾩ事故ｪ 40件ﾅ、彿体

ﾌ 75％ﾆ大半ﾰ彗ﾟﾄ｢ﾩ。原因ﾍ写忎撮影ﾢ景色ﾰ眺ﾟﾩﾈﾇﾦｻ見ﾉﾦﾩ足ﾌ踏

ﾝ外ｵ、雨ﾢ彐ﾈﾇﾅ滑ﾁｽｱﾆﾉﾦﾩ転倒等鄋々ﾅ｠ﾩ。木道ﾍ、高架ﾢ段差・階段

ﾉﾈﾁﾄ｢ﾩ場所ﾠ｠ﾨ、ｿﾥﾁﾆｵｽ気ﾌ緩ﾝｪ命ﾉ関ﾭﾩ大事故ﾉﾠﾂﾈｪﾨｩ

ﾋﾈ｢。ﾜｽ、疲醥ﾈﾇﾅ歩行困難ﾉﾈﾩ事酿ﾠ見受ｯﾧﾪﾩｪ、近年、熱中症ﾉ起因

ｷﾩ場合ﾠ多ｭ、ﾤﾆﾨﾰﾠﾁｽ行動ﾆ忀備ﾍ不可欠ﾅ｠ﾩﾆﾆﾠﾉ、自志ﾌ体酫ﾰ過

信ｵﾈ｢ｱﾆｪ重鄕ﾅ｠ﾩ。 

   

 

 

発弥件弃

（件） 死亡 病気 行方不明 負傷 ｻﾌ他
23 43.4% 2 20 1 17

14 26.4% 2 12 6

2 3.8% 2 1

2 3.8% 2

1

3 5.7% 1 2 2

1 1.9% 1 3

4 7.5% 4 4

3 5.7% 3 1

1 1.9% 1

53 100% 6 46 1 35

地区別傷病発弥件弃（R7年5月～10月）

沼 尻 ～ 見 弟

見 弟 ～ 御 池 ( 平 滑 ￪ 滝 、 三 条 ￪ 滝 含 )

発弥比酄
区分

至 仏 山

地区
鳩待峠～山￪鼻（VC周辺含）

三 平 下 ～ 大 江 湿 原

三 平 下 ～ 尾 弒 沼 南 岸

尾弒２原（研究見本園含）

大 江 湿 原 ～ 尾 弒 沼 北 岸 （ VC 周 辺 含 ）

沼 山 峠 ～ 大 江 湿 原

大 弣 忴 ～ 尾 弒 沼

燧 ２ 岳

ﾾ ＀ � 平

ｻ ﾌ 他

合 計

(参考)

酽醼6年度

傷病者内釕

不 明

自酫下山 搬忂 自酫下山 搬忂

35 29 6 24

5 4 1 1

2 2 1

5 4 1 4

1

6 5 1 3

1

53 6 39 7 1 35

＊疲醥・低体温：体調不酥ﾢﾓﾧﾂｫﾈﾇ　＊自酫下山ｩ搬忂ｩﾍ救助隊出動ﾌ釫無

原因別発弥状況（R7年5月～10月）

(参考)
酽醼6年度

病 気

発弥
件弃
（件）

傷病者内釕

病気
負傷

原因
死亡 行方不明

ｻﾌ他

道 迷 ｢

彐 崩 ・ 彐 渓 崩 鄬

鄬 鄩

合 計

徒渉失敗 (ﾦ ｻ見 等 )

疲 醥 ・ 低 体 温

鄬 弽

不 明

区分

木 道 上 ﾌ 転 倒

歩 道 上 ﾌ 転 倒

ｻ ﾌ 他
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（４）時期別発生状況 

    秋は木道上で滑って転倒するケースが多いため、雨や霜、ぬれ落ち葉などで木道が

滑りやすくなっている場合には、特に注意が必要である。また、夏の熱中症対策とし

て水分補給と塩分の摂取が重要である。 

 

 

（５）月別発生状況 

   月別では入山者が増える 7月に多くなっている。 

多くの転倒・転落負傷の原因と考えられるのは、よそ見や写真撮影、会話に夢中になり

すぎた事や、無理な行程による疲労なども挙げられる。 

 
   

（６）年齢別・男女別発生状況 

   年齢別では 60 代以上の傷病事故割合が半数以上と高く、男性より女性の比率が高

い。この年代は救助隊によって搬送される重傷のケースも多い。 

  

自力下山 搬送 自力下山 搬送

13 1 9 3 11

22 1 18 3 10

18 4 12 1 1 14

53 6 39 7 1 35

(参考)
令和6年度その他

発生
件数
（件
）

負傷
病気

傷病者内訳

行方不明

時期
春(4･5･6月）

区分

死亡

夏(7･8月)

計

秋(9･10･11月)

時期別発生状況（R7年5月～10月）

月 自力下山 搬送 自力下山 搬送

4月

5月 3 2 1 1

6月 10 1 7 2 10

7月 17 1 13 3 6

8月 5 5 4

9月 10 2 7 1 5

10月 8 2 5 1 9

11月

合　計 53 6 39 7 1 35

その他
病気

傷病者内訳

死亡 行方不明

(参考)
令和6年度負傷

区分 発生
件数

（件）

月別発生状況（R7 年5月～10月）

年代別・性別発生状況

(件数) 比率(％) (件数) 比率(％) (件数) 比率(％) (件数) 比率(％)

5 2 3

4 3 1 1

2 2 1

2 1 1 1 1

7 1 6 3 5

15 6 9 1 10

18 9 9 7 5

53 24 45.3% 29 54.7% 100% 12 34.3% 23 65.7% 100%

発生
件数

（件）

不 明

合 計

53

女男男女計
（％）

70 歳 以上

女

20 歳 未満

30 代

40 代

50 代

60 代

年齢

20 代

男女計
（％）

令和6年

35

男

令和7年区分

65.7%

34.3%

28.3%

17.0%

34.0%

20.8% 37.7%

62.3% 22.9% 42.9%

11.4% 22.9%
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（７）傷病者ﾌ居住地別発弥状況 

   酿年同鄋ﾉ、東京都ﾰ中心ﾆｵｽ関東圏ｪ大半ﾰ彗ﾟﾄ｢ﾩｪ、外国ｩﾧﾌ入山者ﾌ

傷病ﾠ増ｦﾄｫﾄ｢ﾩ。尾弒入山者ﾌ居住地別割合ﾰｻﾌﾜﾜ反映ｵｽ結果ﾆ思ﾭﾪ

ﾩｪ、気軽ﾈ登山ﾆ針断ｵﾄｵﾜ､ｱﾆﾠ原因ﾆ考ｦﾧﾪ、時間ﾢ体酫ﾰ考酔ｵｽ計画

ﾆ事彻ﾌ準備ｪ必鄕ﾅ｠ﾩ。 

 
 

（８）ￌ＇ー￳応弃別発弥状況 

彻年度ﾆ同鄋、本年度ﾠￌ＇ー￳ﾌ事故発弥酄ｪ高｢結果ﾆﾈﾁｽ。￠ﾾーﾉﾂ｢ﾄ

ﾍ、￈￀￥ﾉﾦﾩ安彿管鄻ｪﾅｫﾄ｢ﾩ￠ﾾーﾠ｠ﾩｪ、￈￀￥ﾠ添乗ﾠﾈ｢￠ﾾーﾠ

｠ﾨ、安彿管鄻ﾉ課題ﾠ｠ﾩ。 

傷病事故発弥時ﾉ手当ﾢ（ￕ￉！ーﾰ忎ﾁ录ﾉ行､ﾌﾍ、同行者ﾅ｠ﾩｱﾆｪ多｢

ｪ、重度ﾌ傷病事故ﾌ場合ﾉﾍￗ＇￱（ￕ￉！ーｪ困難ﾅ｠ﾩｱﾆｩﾧ、単独行ﾍ十分

ﾈ注意ｪ必鄕ﾅ｠ﾩ。 

 

都道府県別

自酫下山 搬忂 自酫下山 搬忂

1 1

1

1 1

1 1 3

1 1

1

7 1 8 6

6 6 2

3 9 3 1 16 5

4 4 3

1 1 1

2

1 1

1

1 1

2

1 1 1

1

1

3 3

3 5 8 5

6 39 7 1 53 35

海 外

長 野 県

弲 岡 県

愛 知 県

(参考)
酽醼6年度

京 都 府

大 阪 府

傷病者内釕

病気
合計負傷 ｻﾌ他

福 岡 県

広 島 県

鹿児 島県

埼 玉 県

彖 鄓 県

東 京 都

忏奈 彛県

忆 潟 県

死亡 行方不明

区分

都道府県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

不 明

合計

自酫下山 搬忂 自酫下山 搬忂

10 1 7 2 18.9% 8

38 3 29 5 1 71.7% 25

2 1 1 3.8% 2

2 1 1 3.8%

1 1 1.9%

53 6 39 7 1 100% 35

ￌ ＇ ー￳

￠ ﾾ ー

(参考)
酽醼6年度

比酄
（％
）病気

傷病者内釕

＊ￌ＇ー￳：同行者ｪ1名以上ﾌ場合

発弥
件弃
（件
）

行方不明

学 校

負傷 ｻﾌ他
死亡

単 独

不 明

合 計

区分

形態
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（９）傷病事故ﾌ通報状況 

今年度ﾌ通報ﾍ、傷病者本応ﾜｽﾍ同行者ｪ￯ￔￛーￗ／ￛーﾢ山小屋ﾖ鄦所ｵ、口

頭ﾅ行ﾁﾄ｢ﾩ。尾弒ﾅﾍ、携帯電醽ﾌ通醽ￄ＆ﾾ圏外ﾌ場合、最寄ﾨﾌ釫応施彌ﾉ駆

ｯ込ﾞ必鄕ｪ｠ﾨ、ｻｱｩﾧ￯ￔￛーￗ／ￛーﾖ醜鄫ｪ入ﾩｱﾆﾠ｠ﾩ。近年、携帯電

醽ﾌￄ＆ﾾ内ﾅ｠ﾁｽ場合、当事者ｪ直彉救急鄕弮ｷﾩ事酿ｪ多｢。 

 

 

３ 救助活動 

（１）救助出動状況 

   ￯ￔￛーￗ／ￛー職員ﾍ救助隊ﾌ緊急鄕員ﾆｵﾄﾠ出動ｵﾄ｢ﾩ。  

    

22 22 4 5 53 100% 91%

6%

3%

22 22 4 5 53 100% 100%

42% 42% 8% 9% 100%

比酄
（％）

通報方法

通報者

電 醽

無 彫

ｻ ﾌ 他

合 計

比 酄

携 帯 電 醽

口 頭

合計
他応同行者 山小屋

(参考)

酽醼6年度本応 ｻﾌ他

区分

傷病者対応時ﾌ出動状況

16 12 35 59

17 22 77 80

10 18 106 2 109

15 12 68 85

16 18 86 1 86

21 22 69 71

15 15 98 98

16 19 85 85

7 16 87 90

12 12 63 63

19 24 68 1 93

9 8 39 51

24 9 58 67

11 8 61 66

14 6 63 63

3 21 22

4 38 31

6 6 62 37

12 2 60 37

14 4 - 35

7 8 70 53

＊消防：防災￴＆ﾰ鄕弮ｵｽ件弃(担架搬忂ﾠ含ﾟﾩ)

＊救助隊：近酵ﾌ関係者ｪ出動ｵｽ応工

＊￯ￔￛーￗ／ￛー：職員ｪ関釽ｵｽ応工

Ｈ27年度ﾜﾅﾌ救助隊ﾌ弃ﾍ救急車ﾌ鄕弮

平 弛 25 年 度

平 弛 26 年 度

平 弛 27 年 度

平 弛 28 年 度

平 弛 29 年 度

発弥件弃
(件)

一般
(応)

救助隊
(件)

消防
警備隊
(件)

￯ￔￛー
ￗ／ￛー
(応)

出動区分

年度

平 弛 20 年 度

平 弛 21 年 度

平 弛 22 年 度

平 弛 23 年 度

平 弛 24 年 度

酽 醼 2 年

平 弛 17 年 度

平 弛 18 年 度

平 弛 19 年 度

酽 醼 6 年

酽 醼 7 年

酽 醼 3 年

酽 醼 4 年

酽 醼 5 年

酽 醼 1 年

平 弛 30 年 度
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（２）￴＆ￏ￳ￛー鄕弮状況 

   今年度ﾌ￴＆ￏ￳ￛー搬忂ﾍ 7件ｾﾁｽ。 

 

防災￴＆ￏ￳ￛー搬忂状況

3 3 3

5 5 5

7 5 1 1 7

6 6 6

6 4 1 1 6

6 4 1 5

7 7 7

12 8 4 12

8 3 3 2 8

11 6 4 10

13 10 3 13

9 7 2 9

17 14 3 17

14 10 4 14

15 11 2 1 1 15

7 7 7

9 8 1 9

19 14 5 19

5 4 1 5

13 7 5  1 13

11 5 6 11

6 6 　 　 6

- - - - -

4 4 4

6 6 6

12 7 2 9

9 8 1 9

7 7 7

※尾弒山ﾌ鼻ＶＣ、尾弒沼ＶＣﾅ対応ｵｽ件弃

平弛17年度

平弛18年度

平弛19年度

平弛20年度

平弛21年度

平弛22年度

平弛23年度

平弛24年度

平弛25年度

平弛30年度

平弛29年度

酽 醼 2 年

酽 醼 3 年

酽 醼 元 年

平弛26年度

平弛27年度

平弛28年度

酽 醼 4 年

酽 醼 5 年

酽 醼 6 年

酽 醼 7 年

収鄄応
弃計

依鄨
件弃

遺体
収鄄

負傷者
救助

病応等
救助

行方不
明徧索

平弛11年度

平弛12年度

平弛13年度

平弛14年度

平弛15年度

平弛16年度

出動区分

年度

平弛10年度


